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10 月刊円 r~l で市民税引

1期分、保険税 1月分

の督促状をd:lしますの

で、未納のかたは早め

に納めてくださL、。
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早めにお願 いします
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こ
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な
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山

由

日
一
知
一

印
船
一

月

z
i
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京

ι

ー

↑に
一

さ
き
に
一
般
か
ら
公
明
選
挙
に

ド
問
一

関
す
る
袋
容
募
集
い
た
し
ま
し

1
2た
が
、
十
月
四
日
選
考
の
結
果
、

和

刊
一
つ
ぎ
の
と
お
り
入
選
者
が
決
定
い

同

制
一
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

留

ま
ず
。

一等

売

る

な

捨

て

る

な

あ
や
ま
る
な

(
上
小
路
西
村
道
夫
)

一
票
に
生
か
せ
日
頃

佳
作

ム
古
町
五
以

ム
九
況
社
宅

ム
古
町
五
日
凶

ム
古
町
五
区

(ー)

等

〔
と
い

〕

被
保
険
者
(
ニ

険
料
(
二
一
ニ
、
八
六
O
円
)

が
被
保
険
者
の
相
続
人
に
還

付
さ
れ
ま
す
。

〔
と
い
〕
被
保
険
者
と
し
て

五
年
間
保
険
料
亭
納
め
、
そ

国
民
年
金
の
質
疑
集

の
後
被
用
者
年
金
(
職
場
の

年
金
)
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
場
合
は
、
乙
の
五
年
間
の

保
険
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か

一一@
@一①
@
@
一

十
才
)
が
将
来
の
す
べ
て
の

保
険
料
(
四
十
年
分
)
を
前

納
し
た
の
ち
五
年
後
に
死
亡

し
た
と
き
は
、
保
険
料
は
還

付
さ
れ
ま
す
か
。

門
こ
た
え
〕
二
十
才
で
四

十
年
分
の
保
険
料
老
前
納

(二
一ニ
、
五
四
十
円
)
レ
て
五

年
後
に
死
亡
し
た
人
は
、
未

経
過
期
間
(
一
二
十
五
年
)の
保

保
母
の
試
腕
と
講
習
会

昭
和
三
十
五
年
度
第
二
回
保
母

試
験
な
ら
び
に
保
母
講
習
会
が

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
期
日
ま
で
に

地
域
名

m月
四
日

岩

事な帰七ム合ム十ム十 ム 申
麗お人日申会場一保 一 試請
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( た し へ 十 LU時世 J会日 出
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事くとのま 史宍日 六
務だはこで十で岳 日 だ
所さ福とに月;:-(UJ 
)い祉。県十ご総 い

小 同 小 田 の 二 口 六 件 ム さ
学第学第もカ第カ窮該い
校四校三の月二月一当
<$期入期 か期会期者
業学 ら百
す 昭 の 昭 住初出生
る未1:1も和 後 回 虫 後
も三の三 十 免 立 三
の十十八疫芸 カ
六 六 カ 終 点 月
年年月了盟 l
三凶ま後詰宜
月 月 で十巴後

松~BI) 

未
納
ゴ
ミ
手
数
料

に
督
促

〔
こ
た
え

〕
保
険
料
は
還

付
さ
れ
ま
せ
ん
。
被
用
者
年

金
と
の
通
算
制
度
が
実
施
さ

れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
の
で

被
用
者
年
金
の
被
保
険
者
期

間
と
合
算
さ
れ
る
乙
と
に
な

る
も
の
で
す
。

〔
と
い

〕
拠
出
制
の
福
祉

年
金
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
か
。

〔
こ
た
え
〕
あ
り
ま
せ
ん

(
福
祉
事
務
所
)

秋の百日咳とジフ

テリアの予防接種

秋
季
百
日
咳
、

ヲ
プ
テ
リ
ア
(
混

合
)
予
防
接
種
を

つ
ぎ
の
日
割
で
実

施
し
ま
ず
か
ら
、

該
当
者
は
も
れ
な

く
接
種
し
て
く
だ

第
二
、
第
三
期
は
い
ず
れ
か
の
日

に
一
回
接
種
、
第
四
期
は
学
校
で

実
施
。

ム
料
金

一
人
当
り
三
十
円
い
た

だ
き
ま
す
。

当
日
は
必
ず
母
子
手
振
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
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20 
日

!I¥ 
内

狂
犬
病
の
予
防
注
射

昭
和
三
十
五
年
度
第
二
回
狂

犬
病
予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
日
程

に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
飼

育
者
は
も
れ
な
く
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ム
料
金

予
防
注
射
手
数
料
百
四
十
円

な
お
、
新
規
登
録
を
さ
れ
る
方

は
三
百
円

ム
注
意

犬
は
必
ず
鎖
か
丈
夫
な
紛
で

引
い
て
来
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
注
目
別
終
了
後
違
反
犬
は

捕
獲
さ
れ
ま
す
。

ム
実
施
日
制

ム
鈴
田
出
張
所
十
月
二
十
日

九
時
J
十
六
時

ム
三
浦
今
村
公
民
館

二
十一

日
九
時
l
十
時
三
十
分

ム
三
浦
溝
陸
公
民
館
二
十
一

日
十

一
時
J
十
二
時

ム
三
浦
出
張
附
二
十
一
日
十

三
時
J
十
六
時

実

1要i

所

第
一
回

百
日
寝
と
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
目
割

第
二
回

第
三
回

方恒

三

浦

出

損

所

鈴

田

出

張

所

市

役

所

中

央

公

民

館

池

田

敬

老

院

市

立

病

院

'
竹
松
出
張
所

萱

瀬

出

張

所

福

重

出
張
所

松

原

出

張

所

東
大
村
小
学
校

。ョJ1
ヨ

t
i
--
q
L
Iι 

nv

・，
i

1
.
2
 

n
・1

nu
・

唱
A

1
i
.
q
u
 

H

・2
U

・4

n
u

・A
官

1
4
2
 

0

・5

1
A

.

つU

0

・6

喝

1
.
ワ山

口
u

・
ヴ，

1
i
.
qL
 

ハU

・Q
U

Y
1

円

4

日
月
日
日

唱

i

・i

噌

i

‘

-A

1
A

・
ワ'“

1
A
.
丹

L

噌

i

唱

i

y
i
d
-
円

L

守

i

・S
UT

-
-2 

1
・
5

咽

4
.
nL

I
'
4
 

t
i
-
-
噌

i

1
.
Fb
 

唱

i
，

唱

i

T
i
・'£
U

T
A

4
'
A
 

1

ム
ヴ
，

T
i

.
噌

i

唱

1

・Q
u

t
i
-
噌
』

ロ
月
2
日

ロ
・2

つu

・q
d

1
.
14 

ワ
u

・
つ臼

噌

1

4
ーi

q
b

・F
hd

守

i

.
1
ム

q
L
・
に
U

噌

i

.
唱

1

ロ
・5

ロ
・6

ロ
・7

ロ
・8

n
・9

昭
和
三
十
五
年
度
汚
物
搬
出
手

一数
料
第
二
期
分

(七
月

1
九
月
)

倉一
は
去
る
九
月
二
十
五
日
が
納
期
と

幻

自

古

松

一

な

っ

て

お

り

ま

し
た
が
、
ま
だ
納

初
日

陰
卒
上
一
付
し
て
な
い
か
た
に
対
し
て
十
月

引
目

撃

下

一

十
七
日
付
で
督
促
状
義
付
す
る

(
保
険
衛
生
課
)
一
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が

一っ
て
督
促
状
を
発
付
し
ま
す
と
一

一通
に
つ
き
二
十
円
の
督
促
料
を
徴

一
枚
ず
る
乙
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

一末
納
の
か
た
は
早
自
に
納
入
し
て

一
く
だ
さ
い
。
ま
た
納
額
告
知
曹
を

一
受
取
っ
て
お
ら
れ
な
い
か
た
、
ま

一
た
は
紛
失
さ
れ
た
か
た
は
保
険
街

一
生
課
ま
た
は
出
張
所
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
(
保
険
衛
生
課
)

。
21 
日

平

ム
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

(
保
険
衛
生
課
)

ム
松
原
出
張
小
川

十
汀

J
1卜
い

¥
咋
す

同

ぃ

-

一ノ
門
U

ム
福
甫
出
版
所

十ザート」、十
f

口
μ

一

一ノ
日
付

ム
黒
木
停
留
所

二
十
五
日
九

時
i
十
時
三
十
分

ム
黒
木
小
学
校

二
十
五
日
十

一
時
l
十
二
時

ム
萱
願
出
張
所
二
十
五
日
十

一二
時
J
十
六
時

ム
竹
松
出
張
所
二
十
六
日
九

時
1
十
六
時

ム
西
大
村
出
張
一所
二
十
七
日

九
時
J
十
六
時

ム
大
村
保
健
所
三
十
一
日
九

時
t
十
六
時
(
保
険
衛
生
課
)

二
十
二
日
九

二
十
四
日
九

航
空
大
学
生
を
募
集

運
輸
省
航
空
局
で
は
昭
和
三

十
六
年
度
の
航
空
大
学
校
学
庄

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ム
入
学
出
願
資
格

①
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

て
い
る
乙
と

イ
リ
修
業
年
限
四
年
以
上
の
大

学
ま
た
は
修
業
年
限
三
年
の
短

期
大
学
に
お
い
て
二
年
以
上
在

学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
取

得
し
た
者

ロ
日
修
業
年
限
二
年
の
短
期
大

学
を
卒
業
し
た
者

ハ
日
イ
ま
た
は
ロ
と
同
等
以
上

の
学
陸
を
有
す
る
者

活
林
補
助
申
請
の
受
付

// 

M
臼

中
里
上

昭
和
三
十
五
年
度
楠
併
さ
れ

る
か
た
は
造
林
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
十
月
二
十
五

日
ま
で
申
請
習
を
森
林
組
合
じ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
つ
ぎ
の
と
お
り
各
出
張

所
に
森
林
組
合
職
員
が
受
け
付

け
に
出
張
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ム
叩
月
四
日
萱
綱
出
張
所

午
前
9
時

t
午
後
3
時

ム

m月
初
日
松
原
出
事
所

午
前
9
時
{
正
午

ム
叩
月
刈
日
福
輩
出
張
所

午
後
2
時
i
4
時

ム
O
月
引
日
三
浦
出
張
所

午
前
9
時
J
正
午

ム

m月
引
日
鈴
田
肉
強
所

午
後
2
時
J

4
時

ム

m月
幻
目
、
間
月
M
日

西
大
村
、
中
央
、
竹
松
地
区

場
所
大
村
市
森
林
組
合
事

務
附

註
造
林
間
所
(
山
林
の
大
字

小
字
地
蒋
)
面
積
、
樹
種
、

苗
木
本
数
を
制
べ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
苗
木
申
の
込

お
か
た
は
、
一
本
に
付
二

円
以
上
、
お
よ
び
印
鑑
持

参
の
乙
と
。
(
農
林
課
)

に保ム月ムム次ム航代十ム才②
(お安く 入持)訊空回一出来東
大 た事わ 学館 福験問区月願満伴
村ず務し は人附 技大十受で四
!日iCね月rrい 来員 、十やFj手日付あ月
空 く 議乙 年 宮二部町ま るー
伐とだ竺と 凶 三 Iflf;月君主ーで十乙目
安さ(は 月十ほ六員の、月と現
事い X大 お名か日課一東十 在
務 。三村よ 三 (へ運京臼 ニ
所平Ji!fi:び カ 第 輸 都 か 十
~空十所ー省千ら五

O 女 O でもッ 二 扱は月一県日以・ 【
円 子 円)可ク O 夫 一 枚八 ・給 上 二 男
(も ム も ・ 工 1 ・ 八一 1運ニム モ子
大 石Jゴ可夫 ・ 四 一 、三 三 転五染 二子 〕
村 ・ ム ・ 帰 一 六 八五 、五手 O 色ま 一
公日 二I二日者六 0 ，00才字 !工で ム
共給 ・ 給 ______1 円 二 00・ 命 ニ ・・ 受
職 ニ二三子 四 ム 八円 O 小宅七 二 日創
業 三 四 三 供五大才以円以 小 O 十給県
安 O 才 O 二才 |版・ 」二以と型円才ニ ・
定 Jま 1 人 ・・ 日 ・ 上 三 J ムま五機
所二で七位女ブ給ム 、輸話i1皮で O 械
) 六 ・ 。ま子ロ三初J大はごY車 ・ 円工

~þ 

j主

に

対

す

る

叶

川

氏

金

制

公

庫

の

年

末

融

資

の

巾

込

み

受

付

は

、

十

一

月

、

十

二

月

に

な

る

と
混

雑

し

ま

す

の

で

、

商

工

会

議

所

を

通

じ

て

早

め

に

申

込

ん

で

く

だ

さ

い
。

(
商
工
水
産
課
)

4
J
宋

・1
d

。
25 
日

中
里
1て

。
26 
日

内

。// 。
忠霊 培 の 慰 霊 祭

は 10月20日午前 10¥1守

多数ご参拝 くだきい。

40分から執行されます。



家

畜

や

農

作

物

に

被

害

を

与

え

る

犬

は

つ

(コ)

能
率
を
上
げ
る
三

り
の
秘
け
つ

疲
れ
を
防
ぐ
農
繁
期
の
く
ら
し

(矛261号)

マ
ラ
ソ

Y
選
手
の
体
重
は
三
十
キ
ロ

(
七
里
半
)
定

る
と
三

キ
ロ
減
る
そ
う
で
す
。
農
繁
則
す

あ
る
部
活

の
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

ぎ
に
は
農
家

の
か
た
が
た

の
体
重
も

二

t
=一
キ
ロ
減
る
こ
と
が
北
松
世
知
原
町
の
、

い
よ
い
よ
取
り
入
れ
の
喜
び
と
と
も
に
、
ま
た
以
と
苦
労
の
農
繁
期
で
す
。
み
ん
な
元
気
に
、

り

て
み
ま
し
た
。

農
繁
期
の
能
率
を
あ
け
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
そ
の
秘
訣
を
大
村
保
健
所
に
附
い

信

F
川

農
繁
期
の
能
率
を

一
一
一
0
グ
ラ
ム
(
八
五
)
マ
脂
肪
一

川
怠
定
山

人
聞
は
一
時
間
働

一心
た
た
き
、
も
む
乙
と
。

l

-

;

1

1

一

山田

Z
J
あ
げ
る
・
・

こ
れ
は

一日
五
0
グ
ラ
ム
(
四
O
)
マ
カ
ル
一
…

43…
い
て
十
分
間
休
む
:
一⑤
両
腕
章
受
し
腕
の
つ
け
根
を

川
?
"
川
至
極
簡
単
な
こ
と
で

一シ
ユ
ウ
ム
六
0
0ミ
リ
グ
ラ
ム

一
川
比
内
川

・:
こ
の
方
法
が
仕
事

一も
む
。
限
を
た
た
く。

GHM川
す
O

i
---波
れ
を
ど

一(六
O
O
)
マ
ビ
タ
ミ
ン

A

H

一
山
刊
の
能
率
を
あ
げ
る
秘

一

乙
の
体
操
を
数
回
く
り
返
し、

う
し
て
最
少
限
に
暁
い
と
め
る
か
一
六
、
0
0
0単
位
(
六
、
0
0
0
)
一
訣
で
あ
る
乙
と
を
、
い
ろ
い
ろ
の

一あ
と
ゆ
っ
く
り
休
む
と
、
政
れ
が

・・::が問
題
で
、
そ
の
秘
訣
は
一三
マ
ビ
タ
ミ
ン

B
1
B
2
H
一・

一調
査
や
経
験
で
確
か
め
ら
れ
て
い

一と
れ
る
し
、
神
経
出
な
ど
の
予
防

つ
あ
り
ま
す
。
第
一
は
食
事
で
す
一
八
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
(
一
・
四
O
)
一
ま
す
。

一

に
も
役
立
つ
も
の
で
す
ο

手
聞
が
か
か
ら
ず
、
し
か
ら
、
一
マ
ビ
タ
ミ
ン

C
リ
六
五
ミ
リ
グ
一
お
茶
の
み

ρ体
み
時
間
を
適
当
一
深
呼
吸
を
数
回
く
り
返
し
た
だ
け

安
く
、
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
、

栄
一
ラ
ム
(
六
O
)
マ
食
出
H
二
O
グ
一
に
作
り
ま
し
ょ
う
0

・

一

で
も
山
圧
が
二
J
五
は
下
が
る
と

墾
の
豊
富
な
う
ま
い
食
事
H
の
工

一ラ
ム
(
二
O
)

一
休
み
時
間
に
は
・
:

一い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

夫
で
す
。

一

乙
れ
だ
け
の
栄
養
を
と
る
た
め
一
①
み
ん
な
円
座
に
な
っ
て
お
互
い

一
一
日
の
農
作
業
が
終
っ
た
と
き

農
繁
期
に
は

一
日
に
つ
ぎ
の
栄

一に
は
別
項
(
農
繁
期
の
た
べ
も
の
一
員
た
た
き
を
す
る
。

一も
こ
の
震
を
繰
返
し
て
く
だ
さ

繋
が
必
要
で
す
。

一取
合
せ
)
の
よ
う
な
食
品
を
、
と

一
①
ウ
ン
と
背
の
び
を
す
る
。

一ぃ
。

成
年
男
子
の
必
要
量
(
カ
ツ
コ

一旦
ロ
せ
て
た
べ
る
と
じ
?
っ
ぶ
ん
一
③
上
体
を
前
後
に
屈
折
す
る
。

一

…

疲

れ

を

取

る

山

内
は
成
年
女
子
)

一で
す
ο

④
両
腕
と
福
に
上
体
を
左
右
に
一

川

お

茶

う

け

マ
熱
量
H
一二
、
五
O
O
カ
ロ
リ
ー

一

軽
く
ふ
り
回
す
と
と
。

一
軽
い
体
操
の
す
ん
だ
あ
と
、
一

(
二
、
八
O
O
)
マ
た
ん
臼
質
H
一

⑤

脚
を
の
ば
し
て
、

太
モ
モ
を
軽
一ぱ
い
の
お
茶
、
ひ
と
つ
ま
み
の
お

よアゴ政市村大(毎月 1日，J91'LZg日発行)

主
食
H

米
、
要
、
う
ど
ん

パ
ン
H
七
五
0
グ
ラ
ム
(
一
リ

ッ
ト
ル
弱
)

い
も
類
H
じ
ゃ
が
い
も

(小
3
)
、
か
ん
と
ろ
、
そ
の

他
H
一五
0
グ
ラ
ム

砂
糖
U

砂
糖
、
ジ
ャ
ム
、

お
や
つ
の
菓
子
類
H
五
0
グ
ラ

ム

(
大
さ
じ
五
杯
)

油
脂
H

植
物
油
、
マ
ー
ガ

リ
ン
、
ラ
ー
ド
H
二
0
グ
ラ
ム

(
大
さ
じ
ニ
杯
)

豆
類
U

大
豆
(
約
一

・八

昭和 35年 10月10日
(昭和3311ミ4)]zl日第三種郎便物認可)

秘
訣
の
第
二
は
休
誌
で
す
。

デ
シ
リ

ッ
ト
ル
)

味
噌
、

豆
悩
(
半
丁
)
H

五
グ
ラ
ム

勺

H
一
五
O
t三
0
0グ
ラ
ム

色
の
濃
い
野
菜
と
ト
マ

ト
H

か
ほ
ち
ゃ
(
大
六
分
ノ

色
の
淡
い
野
菜
と
果

物
H
玉
ネ
ギ
(
中
ニ
コ
)

ナ
ス
月
中
二
)
キ
ュ
ウ
リ
(
叩

一一
)
野
菜
つ
け
も
の
、
リ
ン
ゴ

(一一コ

)
H一二
四
0
グ
ラ
ム

海
藻
H

海
頑

(
一
枚
)
乙

ん
ぶ

(三
分
の
一
枚
)
、

干
大

根

(
大
さ
じ
ニ
杯
)
日

一
O
グ

一フ
ム以

上
の
食
品
の
う
ち
、
ど
れ

か
を
一
種
づ
つ
取
り
あ
わ
せ
て

た
べ
る
と
一
日
の
栄
養
は
じ
ゅ

う
ぶ
ん
で
す
。

ゆ
月

ω日
か
ら
“
日
ま
で
国
土
美
化
運
動
1

農
繁
期
の
た
べ
も
の

と

り

あ

わ

せ

…

動
物
性
食
品
H

干
物

(
五
枚
)
、
煮
干
、
鰍
肉
一一一一

五
グ
ラ
J

、
卵
三
コ
、
牛
乳
七

一
)
、
に
ん
じ
ん
(
小
三
本
)

大
根
菜
(
一
本
分
)
ト
マ
ト
(
三

コ
)
H
一
八
0
グ
ラ
ム

道
路
‘

公
園
、

茶
う
け
は
、
成
れ
を
と
る
も
の
を

二
ぱ
い
の
卵

細

、

梅

酒

は

ご

主

人

日

ラ

ム

、

抑

費

五

0
グ
ラ
ム
、
首

ラ
ム
、
抑
費
五
0
グ
ラ
ム
、

用
認
す
る
こ
と
で
す
。

一も
主
婦
も
疲
れ
を
除
く
妙
薬
に
な
一
川

粉

二
0
グ

ラ

ム

、

国

少

々

う

ま

煮
日
あ
つ
あ
げ
三
O
グ

一

甘
い
も
の
。
く
だ
も
の
。

豆
乳
や

一り
ま
し
ょ
う
。

可

鉄
火
み
そ
H
大
豆
一

O
グ
ラ

ラ
ム
、
じ
ゃ
が
い
も
七
O
グ
ラ
川

牛
乳、

き
な
粉
、
乙
ァ
っ
さ
い
類
な

一た
だ
訟
が
す
ぎ
る
と
翌
日
の
能
半
日

ム
、
人
参
一

0
グ
ラ
ム
、
ど
ほ
ム
、
か
ぼ
ち
ゃ
七
0
グ
ラ
ム
、
乙
川

ど
波
れ
を
と
る
の
に
最
も
役
立
ち
で
か
半
減
し
ま
す
。
酔
高
じ
な
ぃ

可
愛
入
り
ど
飯
H
米
一
九
O
グ
う
五
グ
ラ
ム
、
と
ん
ぶ
五
グ
ラ
ん
に
ゃ
く
コ
一0
グ
ラ
ム
、

古

川

ま
す
。
汗
が
沢
山
で
ま
す
の
で
、
一
程
度
に
。

一一

一
フ
ム
、
押
費
五
0
グ
ラ
ム
、

ム
、
み
そ
五
グ
ラ
ム
、
砂
糖
三
し
汁
一
一

一0
グ
ラ
ム
、
砂
糖
五
川

君
を
ゆ
っ
た
め
、
邸
せ
ん
ぺ
い
、
一
館
一
ニ
の
秘
訣
は
、
ね
む
り
で
す
。
可
み
そ
す
か
ぼ
ち
ゃ
四
O
グ
グ
ラ
ム
、

グ
ラ
ム
、
し
よ
う
油

一
O
グ

ニ

消
物
な
ど
も
収
り
あ
わ
せ
る
乙
と
一

一川
ラ
ム
、
う
す
あ
げ
二

0
グ
ラ
ム
燐
魚
川
塩
さ
ば
八

0
グ
ラ
ム
ム
、
指
少
々

で
す。

豆
乳
は
不
怖
か
ら
お
す
す

一
川
三
・
4

川

ね
む
り
は
青
葉
に
一…
照
千
五
グ
ラ
ム
、
み
そ
コ

δ
グ

荷

物

H
み
そ
清
二

0
グ
ラ
ム
す
ま
し
汁
H
と
き
玉
子
五
分
い

め
し
た
い
義
飲
料
で
す
。
日

目

…
優
る
疲
労
同
復
剤
と
一山

一フ

ム

、

〔

間

舎

の
一
コ

一
0
グ
ラ
ム
、
き
や
べ
川

一
川
隔
世

即
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
一川
佃
煮
(
保
存
食
)
H
鯨
肉
大
野
菜
入
り
パ
ン
日
小
婆
粉
カ
つ
五
グ
ラ
ム
、
ね
ぎ
五
グ
ラ
ム

…

…

お

風

呂

一

一
“

R

H

一

一1

引
早
や
自
に
床
に
入
り
一
川

和
煮
一ニ
0
グ
ラ
ム
、
砂
糖
五
グ

ッ
プ

一
杯
一
0
0グ
ラ
ム
、
イ

塩

焼

H
あ
じ
一

0
0グ
ラ
ム
川

入
浴
は
一
日
の
政
れ
と
汗
を
洗
一ぐっ
す
り
七

t
八
時
間
は
ね
む
る
口

一フ
ム
、
醤
油
五
グ
ラ
ム
、
し
ょ

1
ス
ト
少
々
、
小
ね
ぎ
ニ
O
グ

漬

物

日
た
く
わ
ん
ニ

O
グ
ラ

w

い
な
が
し
て
呉
れ
る
も
の
で
す
。

一と
と
で
す
。
疲
れ
す
ぎ
る
と
、
ね
一

γつ
が

少

々

ラ

ム

、

お

ろ

し

人

参

ニ
0
グ

ラ

ム

一

熱
ず
ぎ
ぬ
お
協
に
、
ゆ
っ
く
り
一
む
り
に
入
る
の
が
お
そ
く
な
り
が
日
消
物
日
た
く
わ
ん
二
五
グ
ラ
ム
、
魚
す
り
身

一
0
グ
ラ
ム
、

白
米
よ
り
饗
飯
の
方
が
体
力
が
川

ひ
た
り
、

屑
や
制
限
を
も
む
と
、
一
ち
で
す
が
、
熊
ら
な
い
こ
と
が
ね
一
川

ム

牛

乳

一ニ
0
グ

ラ

ム

つ

く

乙

と

を

知

っ

て

く

だ

さ

い

川

血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
り
、
労
働

一む
り
に
早
く
入
る
乙
つ
で
す
。
可
〔

ひ
る
〕

〔
よ
る
〕

川

の
た
め
に
か
ら
だ
の
中
に
で
き
た

一か
ら
だ
を
横
た
え
る
だ
け
で
も
疲
一
…
に
ぎ
り
め
し
H
米
一
九
O
グ
褒
入
ご
は
ん
け
米
一
九
O
グ

…

排
出
さ
れ
脱
労
が
凶
復
し
ま
す
。

一疲
れ
が
ひ
ど
い
と
担
相
が
思
く
な
一

a

-

-

z

a

'

“

一り
ま
す
。

一
そ
れ
は
l
i
--
-人
が
ね
む
る
と

一
一
盗
に
動
く

の

で

す

。

一

な

い
④
静
か
な
部
昼

…

一

ぱ

い

の

卵

酒

…

一時
相
の
惑
い
次官
は
、
か
え
っ
て
疲
一日
中
手
や
脚
な
ど
、
か
ら
だ
の
動
一①
秋
日
に
ふ
と
ん
を
干
し

一

乙
れ
が
気
持
ち
よ
く
、
ぐ
っ
す

夕
食
を
み
ん
な
楽
し
く
す
ま
す
一れ
が
と
れ
て
い
る
盗
で
す
か
ら
、

一き
を
支
配
し
て
い
た
い
ろ
い
ろ
な
一
①
風
と
お
し
の
よ
い
、
帰
除
の
行
一り
ね
む
れ
る
部
屋
の
条
件
で
す
。

と
と
は
気
分
的
に
も
政
れ
が
と
れ

一橋
正
し
た
り
気
に
か
け
な
い
こ
と
一
神
経
も
休
み
ま
す
。
だ
か
ら
、
手
、
一き
届
い
た

一み
ん
な
の
事
福
は
ま
ず
健
闘
か
ら

る
も
の
で
す
。

一で
す
。

一

脚
な
ど
勝
手
に
、
疲
れ
の
と
れ
る
一①
ハ
エ
や
蚊
、
ノ
ミ
や
仙
出
の
い

一

(

大
村
保
健
所
)

リ
的
。
A
H
v
n
o
A
"リ伶
O
A
V帥
可

U

刊
H
Uリ，品吋句
パ
“
HV品円。
A
HHV4刊
号
A
V
Jn迫
HAUVAR付
ーは
り
γ
材

"
パ
H
V同
肝
叶

Fuurυ
ヤ
一

AFパ
Uド
お
い
れ
“
ド
ハ
W
U
F
パ
“
V
付
u
F

ハ
υ
rパ
vuv八
"
ν
ω
u
，h
u
r
υ
U
A
Hい
u
.U
ハ
打
v
υ
ω

な

い

で

ふぶ
き
ま

し

赤
刷
、
食
中
毒
の
病
閣
は
一也

桜
山
か
ら
入
り
ま
す
。
し
か
し

ど
ん
な
に
無
数
の
赤
痢
、
食
中

市
の
細
菌
が
つ
い
て
い
る
食
品

で
も
見
わ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
だ
れ
も

そ
れ
と
は
知
ら
ず
に
そ
れ
ら
の

細
菌
を
の
み
乙
ん
で
は
赤
痢
と

か
食
中
毒
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
。
結
局
、
赤
痢
、
食
中
毒

の
予
防
と
い
う
乙
と
は
飲
食
物

巻
製
造
し
、
販
売
し
、調
理
し
、

そ
し
て
口
に
す
る
人
々
が
各
々

食
品
を
そ
の
病
菌
か
ら
ま
も
る

以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
ご
ろ
は
公
衆
衛
空
の
立
場

か
ら
食
品
衛
些
の
重
要
性
が
呼

ば
れ
、
食
品
関
係
者
の
か
た
が

た
ら
積
極
的
に
脳
肢
の
改
醤
に

溜
を
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

う
の
で
す
が
、
よ
り
重
要
な
乙

と
ほ
、

そ
の
申
で
非
衛
生
的
な

トム

つ

取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
E
る
の
で

は
折
内
の
設
伽
も
台
紙
し
に
な

る
と
い
う
乙
と
で
あ
り
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
一
般
家
・
垣
内

の
事
故
で
あ
れ
ば
、
そ
の
儲
牲

は
ま
ず
ま
ず
そ
の
家
庭
内
に
限

ら
れ
ま
す
が
、
食
品
関
係
者
の

不
注
意
は
、
そ
の
取
惣
つ
食
品

献

立

例

〈
一
人

一
自
分
)

〔
あ
さ
〕

川

--
=
FLEE-
--2--EZ三
三
-r
eEE---
-・2-Em--Z三
Z玄=・
z
z
-
‘=
-z
=
r
FE
E
Z
E
-2z
---
-SE-
-=凶

川
除
曲、

3
日

罰

同

E
n
d
-
ヨ戸静

岡
ま
川

岬

4

E

E
日

開

問

t
下

4
弔
-
(
ト
い
叫

し
・ω給

水
と
汚
物
の
処
理

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
健
所
は

よ
く
掃
除
さ
れ
て

ハ
エ
が
出
入

り
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
供
給
さ
れ
る
な
り
ま
せ
ん
。

よ
う
に
な
っ
て
い
る
乙
と
が
必
川
食
品
の
取
扱
い

要
で
す
が
、
井
戸
が
あ
る
と
い

的

食
品
に
ほ
こ
り
な
ど
か
か
ら

っ
て
も
汚
水
が
入
り
込
む
よ

う

な
い
よ
う
に
建
物
の
内
部
は
い

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
安
つ
も
き
れ
い
に
…
清
掃
し
て
お
き

飲
食
脂
な
ど
で
は
清
潔
、
捕
除

に
水
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
使
う
こ
と

が
必
裂
で
あ
り
、
ま
た
た
ベ
残

赤
痢
と
食
中
毒
の
予
防
① 

鮮
度
の
落
ち
た
も
の
は
使
わ
な
い

の
量
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
販

売
な
ど
の
行
為
を
通
し
て
膨
磁

を
う
け
る
人
々
の
敬
が
、

飛
腿

的
に
大
き
く
な
る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
食
品
関
係
者
に
あ

っ
て
は
衛
生
面
に
じ
ゅ

F2ふ
ん

に
気
を
つ
か
う
義
務
が
あ
り
ま

す
。
(
食
品
衛
生
法
第
三
条
)

駅
前
広
場
等
公
共
施
設
を
‘

り
や
切
り
端
し
な
ど
が
出
ま
す

の
で
、

そ
の
処
理
を
う
ま
く
や

ら
な
い
と
ハ

エ
な
ど
が
出
ま
す

の
で
、
不
衛
生
に
な
り
勝
ち
で

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
つ

ぎ
の
事
項
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

刊
安
全
な
良
い
水
が
す
ぐ
使
え

る
よ
う
な
便
利
な
と
こ
ろ
に
あ

全
な
良
い
水
が
供
給
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
ま
た
消
毒

薬
を
井
戸
に
は
常
に
投
入
し
ま

す。同
汚
物
の
処
盟
が
す
ぐ
で
き
て

ハ
エ
な
ど
た
か
ら
ぬ
よ
う
、
ま

た
汚
物
箱
か
ら
汚
水
が
た
れ
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

ま
し
ょ
う
。
ま
た
調
理
室
と
い

え
ば
油
山
、
ハエ
、
鼠
な
ど
が

寄
坐
す
る
好
適
な
場
所
で
す
か

ら
防
出
装
世
を
し
た
り
駆
除
を

常
に
行
な
っ
て
調
理
室
が
不
潔

に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

す
。

制
使
う
道
具
類
は
絶
え
ず
き
れ

よ
ご
さ
ぬ
よ
う
に
美
し
く
い
た
し
ま
し
ょ
う

i農 i
i事;
iメ;
きモ E

〔
み
か
ん
〕

ダ
ニ
の
発
空
に
出
窓
し
ま
し

ょ
う
。
ダ
ニ
の
防
除
と
普
通
温

州
の
着
色
を
兼
ね
て
石
灰
硫
黄

合
剤

二
一O
倍
液
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

〔飼
料
作
物
〕

今
月

一
ば
い
が
、
飼
料
作
物

の
播
種
磁
期
で
す
。
ま
だ
ま
い

て
い
な
い
万
は
お
い
そ
ぎ
く
だ

さ
い
。ル

ー
サ
ン
や
、
ク
ロ
パ

i
類

な
ど
の
豆
科
作
物
に
は
、
根
細

菌
を
出
世
極
す
る
と
、

一ニ
J
五
割

の
増
収
を
み
ま
す
。
根
腐
菌
は

作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
遭
い
ま

ず
か
ら
ど
用
心
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
か
た
は
普
及
所
に

申
込
ん
で
い
た
だ
け
ば
お
せ
わ

し
ま
す
。(

県
賎
業
改
良
普
及
所
)

い
に
掃
除
レ
、
国
民
食
品
に
当

る
も
の
は
熱
湯
で
洗
う
と
か
、

消
毒
を
レ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。川口製
品
は
絶
え
ず
清
潔
な
取
扱

い
を
し
て
他
か
ら
汚
さ
れ
た
り

ほ
乙
り
が
か
か
っ
た
り
す
る
乙

と
の
な
い
よ
う
に
し
、
牛
乳
や

肉
な
ど
の
関
り
易
い
よ
う
な
食

品
は
日
の
当
る
と
こ
ろ
と
か
、

あ
た
た
か
い
と
乙
ろ
に
間
か
な

い
で
、
保
存
を
よ
く
し
て
冷
蔵

庫
の
な
か
に
収
め
る
よ
う
に
し

ま
す
。

小
山
食
品
を
取
扱
う
人

小
山
ち
ょ
っ
と
し
た
手
の
備
で
も

腿
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
な
と

き
は
そ
乙
に
は
中
毒
の
原
因
に

な
る
パ
イ
閣
が
つ
い
て
い
ま
す

の
で
危
険
で
す
。

制
従
業
員
に
つ
い
て
厳
格
な
個

人
衛
生
の
習
慣
が
大
切
で
す
。

(以
下
次
号
)


